








は じ め に
'F成3年度は,東 京国立文化財研究所の前身である美術研究所設立以来61周年
を迎え,還 暦 を過 ぎてあらたなる第1年 目を歩み出す記念すべ き年 となった。
前年度発足 したアジア文化財保存研究室の活動 もいよいよ本格的 となり,国 際
的な文化財保存修復に関す る協力のためのセ ンター構想の充実化に向けて大 きく
前進 した年でもあ る。その関連事業として,平 成3年11月にはアジア16力国及び
国際文化財保存修復研究センター(ICCROM)から文化財専門家を招へいして「博
物館資料の保存」とい うテーマで,第2回 目のアジア文化財保存セ ミナー を開催,
大きな成果を収め ることが出来た。また1986年か ら進めてきた敦煙莫高窟壁画保
存修復事業については,前 年度に敦煙研究院 と合意書 を取 り交わ し,本年度よ り
5か年にわたる本格的な 日中共同研究が進め られている。 さらに海外所在の 日本
古美術品修復事業 も本年か ら予算化され,ワ シン トン ・ブ リア美術館所蔵の 日本
絵画の修復 を実施 し,ま たス ミソニアン研究機構 との保存科学研究交流 も引 き続
き順調に進行中である。その他の国際交流事業 としては,本 年度で15年目となる
国際研究集会 を 「能の伝承 と再生」のテーマの もと,7名 の外国人研究者を迎え,
国立能楽堂 を会場 として充実 した討議が行 われたの も特記すべ きこ とといえよ
う。 この他文化財に関する個別的な外国研究者の来訪,研 修,共 同研究 もますま
すさかんにな り,国際的な文化財研究機関として,高 い評価 を得 るこ とが出来た
ことは,喜 びに堪 えない。
この年度を終わるに当って,佐 藤芸能部長,馬 淵保存科学部長をは じめ数名の
職員 を定年,転 出などで見送ることになったが,当 研究所の発展 に尽力された諸
先輩の御努力に対 し心から敬意 と謝意 を表する次第である。
平成4年3月
東京国立文化財研究所長
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7.国 際 調 査 研 究





















3.公 開学 術 講 座
4.夏 期 学 術 講 座
5.博 物館 ・美術館等 の保 存担 当学,,,'1¥研修
6.国 際 研 究 集 会


























3.主 要 機 器 設 備








VI.関 係 法 規 94
1.沿 革






























昭和3年9月 前記の建物が竣工 したので,黒 田記念館 と名付け,美 術研究
所開設のため必要な備品 ・図書 ・写真等の研究資料を設備 し,
また,館 内に黒田子爵記念室 を設け,黒 田清輝の作品 を陳列 し
た。





昭和7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌 として,定 期刊行物r美 術
研究」 を創 刊した。
同 年4月18日 株式会社朝 日新聞杜よ り明治大1E業術史編纂費 として本年か




X術史の編纂に関す る'ド務 を行 うことになった。
昭和9年10月18日 毎年10111811を開所紀念日と定め た。
昭和10年1月2811鉄筋 コン クリー ト造,2階 建,延 面積129mtの轡庫 が竣工 し
た。
同 年4月r日 本美術年鑑」の編纂事筋 を開始 した。
同 年6月lfl勅 令第148号により美術研究所官制が公布された。
研究資料閲覧規程 を制定 し,閲 覧事務 を開始 した。
昭和12年6月24日 勅令第281号に より美術研究所官制ll1改1Eの件が公布 され,従
来,帝 国美術院に附置されていたの を文部大臣の直轄に改めら
れた。
同 年11月29日美術研究所長職筋規程,美 術研究所 事務分掌規程が制定 され
た。
昭和13年2月12日 木造,平 屋建,延 面積97m2の写真室1棟 が竣工 した。




昭和20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部をIU形県酒田市本町1丁 目本
間家倉庫3棟 に疎開 した。
同 年7～8月 酒田市本間家倉庫 に疎開 した図書資料 を爆撃の危険 を避ける
ため,さ らに酒田市外牧 曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村
上家倉庫 ・大沢村後藤作之丞家倉庫にそれぞれ分散疎開した。
1昭和21s1=3)12911酒田市疎開中の図欝 ・諸資料等の東京向け発送 を終了した。










昭和25年8月29日 文化財保護法の制定に ともない,美 術研究所は文化財保護委
員会の附属機関 となった。
同 年8月29日 文化財保護委員会事務局設置に ともない,保 存科学研究室は
国立博物館保存修理課か ら文化財保護委貝会事務局保存部建造
物課に所属換 えとなった。
昭和26年1月31日 美術研究所組織規程が定め られ第一研究部 ・第二研究部 ・資
料部 ・庶務室が置かれた。
1昭和27年4月1日 文化財保 護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定




同 年7月1it長 能部研究室 として東京芸術大i'v,:iS:1'11楽学部邦楽科教室2室 を
沿 革
同大学か ら借用 し,研 究を開始 した。
昭和28年4月26日 保存科学部研究室 として,東 京国立博物館構 内の倉庫132m2
を改造のうえ移転 した。
昭和29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正 され,東 京国立文化
財研究所 となった。
昭和32年3月22日 東京国立博物館構 内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 屋建,
8m2の保存科学部の薬品庫が竣工 した。







として,鉄 筋コンクリー ト造2階 建延 面積663m2の建物1棟 が
竣t:した、,
同 年7月1日 來京匡位 文化財研究所組織規租の一部が改,f:され,新 たに保
存科学都に傍理技術研究室が置かれた。




昭和44年8月23f1保イ∫:科学部庁舎に隣接 して新営 され る別館庁 舎(延1.950.41
m2)の起1.1が行われた。
昭和45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同年5月26日竣工式が行われた。
同 年3月25日f}・S¥能部は,別 館3階 に移転 した。
同 年5月8日 保存科学部は別館の地階～2階 に実験用機械類の移転据付を
完rし た。









昭和48年4月12日 文部省般置法施行規則の一部が改正 され,新 たに修復技術部




により5部1課 とな り,情 報資料部に文献資料研究室および写
真資料研究室が置かれ,美 術部資料室は廃止 された。
昭和53年3月20日 本館構内の写場等(木 造平屋建延面積144m2)を取 りこわし,
情報資料部研究棟 として,鉄 筋 コンクリー ト造,地 下1階,地
上3階,延 面積565.95m2の建物が竣工 した。
昭和53年4月5日 文部省設置法施行規則の一部が改正 され,新 たに修復技術部
に第三修復技術研究室が置かれた。
昭和59年6月28日 文部省組織令 が改正 され,本 研究所 は文化庁施設等機関 と
なった。



































































































































所 属 職 名 氏 名
所 長 所 長 西 川 杏太郎 (美術史)
庶 務 課 課 長 赤 羽 鋼 一
課 長 補 佐 長谷川 憲 康
庶 務 係 係 長 大 堀f;満
係 貝 相 澤 かず子
事 務 補 佐 貝 中 村 節 子
11 内 膝 百合子
1/ 勝 木 なほ子
技 能 補 佐 貝 堺 良 子
調 査 貝(非) 松 原 美智子
会 計 係 係 長 篠 原 夫
係 員 鈴 木 秀 樹
事 務 補 佐 貝 山 川 文r
労 務 補 佐 貝 菊 地 贋 吉
美 術 部 部 長事務 取扱 西 川 杏太郎
主 任 研 究.i.;佐1俸 道 佃 (日本近代絵画史)
II 井is稔 (日本彫刻史)
第 一 研 究 室 室 長 二 宅 久 雄 (fl本彫刻史)
研 究 貝 島)d新 (日本中世絵画史)
調 査 員(非) 佐 野 みど り (fl本絵画史)
第 二 研 究 室 室 長 ㌔ 輪 英 夫 (II本近代絵画史)
研 究 貝 lil梨qll:'」' (日本近代絵画史)
芸 能 部 部 長 佐1藤 道r (}=院芸能)
主 任 研 究 官 鎌 倉 息r (日本近世演劇)
演 劇 研 究 室 室 長 羽 田 腿 (日本中世演劇)
調 査 貝(非) 高 橋 美 都 (k1本音楽史)
音 楽 舞 踊 研 究 室 室 長 蒲 生 郷 昭 ([1本音楽史)
調 査 貝(非) 丸 茂 ・i恵r (舞踊学)
民 俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂r (民俗芸能)
調 査 員(非) 三 村 昌 義 (芸能史)
一8一
機 構 ・職 貝 ・予 算
所 属 職 名 氏 名
保 存 科 学 部 部 長 馬 淵 久 夫 (同位体化学)
主 任 研 究 官 門 倉 武 夫 (分析化学)
// 石 川 随 郎 (光学)
化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)
物 理 研 究 室 窒 長 三 浦 定 俊 (計測工学)
研 究 員 佐 野 干 絵 (光化学)
生 物 研 究 室 室 長 新 井 英 夫 (微生物学)
調 査 貝(非) 山 野 勝 次 (応用昆虫学)
修 復 技 術 部 部 長 三 輪 嘉 六 (考古学)
主 任 研 究 官 川野邊 渉 (高分子化学)
第一修復技術研究室 室 長 中 里 壽 克 (漆芸技法)
第二修復技術研究室 室 長 増 田 勝 彦 (装横技術)
第三修復技術研究室 室 長 青 木 繁 夫 (考古学)
技 術 補 佐 貝 犬 竹 和
n 細 川 金 也
情 報 資 料 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵画史)
文 献 資料 研 究 室 室 長 米 倉 迫 夫 (日本中世絵画史)
研 究 貝 井 手 誠之輔 (東洋絵画史)
写 真 資料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)
研 究 貝 長 岡 龍 作 (日本彫刻史)
専 門 職 貝 市 川 和 正 (美術写真)
　　 野久保 昌 良 (美術写真)
ア ジア 文 化 財保 存 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)
研究室 研 究 貝 朽 津 信 明 (地質学)
保 存 科 学 部 客 貝 研 究 員 山 崎 真 司 (微生物学)
修 復 技 術 部 11 金 子 克 美 (表面化学)
情 報 資 料 部 11 伊興田 光 宏 (情報工学)
一9一 ?
機構 ・職貝 ・予算
平成3年 度 におけ る退職者
所 嶺 官職名 氏 名 在 所 期 間 備 考
庶 務 課 事務補佐貝 志 村 浩 美 昭63.11.16～平3.6.29 退 職
11 村 上 幸 子 平3.8.30～ 平3.9.13 11
〃 白 井 久美子 昭63.11.1～ 平3.10.5 11
11 宮 崎 章 子 平 元.9.1～ 平4.3.30 11
芸 能 部 部 長 佐 藤 道 子 昭30.5.16～'F4.3.31 11
調査貝(非) 三 村 昌 義 昭63.4.1～bF4.3.31 11
保存科学部 部 髭 馬 淵 久 夫 昭50.10.1-一'N4.3.31 11
修復技術部 技術補佐貝 細 川 金 也 平4.5.ト'F4.3.30 11
一10一
「
機 構 ・職 貝 ・予 算
3.名 誉研 究員
氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間 名誉研究員発令年月日
白 畑 よ し 昭5.6,30～昭27.8.1 53.10.18
福 山 敏 男 美 術 部 長 昭23.5.ll～昭34,4.15 //
高 Ⅲ 修 11 昭27.12.1～昭44.3.31 11
登 石 健 三 保 イ∫:科 学 部 長 昭27。10.1～昭50.4.1 n
岡 畏三郎 美 術 部 長 昭20.5.15～昭51.4.1 11
中 村 傅三郎 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭22。10.1～昭53.4.1 11
関 野 克 所 長 昭40.4.1～昭53.4.1 11
秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 室 長 昭16.10.1～昭42.2.1 54.10.18
久 野 健 情 報 資 料 部 長 昭20.5.31～昭57.4.1 57.10.18
川 上 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～昭57.4.1 11
関 千 代 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭18。12.15～昭58.4.1 58.10.18
横 道 萬里雄 芸 能 部 長 昭28.3.16～昭5L4.1 59.10.18
上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.ll.3～昭59.4.1 11
江 上 緩 情 報資料部 主任研 究官 昭38.5.18～昭59.3.31 n
田 村 悦 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭22.6.16～昭60.3.31 60.10.18
猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22.6.27～昭60.3.31 II
伊 藤 延 男 所 長 昭53,4.1～昭62.3.31 62.10.18
柳 沢 孝 美 術 部 長 昭27.4.1～昭62.3.31 rr
宮 次 男 情 報 資 料 部 長 昭30.9.1～昭62.3.31 11
三 隅 治 雄 芸 能 部 長 昭27.10.1～昭63.3.31 63.10.18
樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 昭37.11.1～昭63.3.31 1/
田 實 榮 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭23.3.31～平 元.3.31 1.10.18
見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭34.4.1～平 元.3.31 11
濱 田 隆 所 長 昭62.4.1～平4.3.31 3.10.18
関 口 正 之 美 術 部 長 昭42.2.1～平3.3.31 3.10.18
一11一
機 構 ・職 貝 ・予 算
4.平 成3年 度予算
一12一一
機 構 ・職 員 ・予 算
5.平 成3年 度特 別研 究一覧
6.平成3年度科学研究費補助金交付一覧
種 別 課 題 名 研究代表者 交付額
千円
総合研究(A)美術史研究における基礎資料の共有化と 米倉 迫夫 3,000
データベースの活用
一般研究(A) 文化財の修理 ・修復の情報化に関する基 三輪 嘉六 15,000
礎的研究
一般研究(B) 出土鉄器の鉛同位体法による原料産地の 平尾 良光 2,500
推定
1/ 石質遺跡の新 しい保存技術の開発に関す 西浦 忠輝 800
る研究
一般研究(C) 近代史学としての日本美術史学の成立と 佐藤 道信 1,200
展開
国際学術研究 東アジア地域の古文化財(青銅器および 馬淵 久夫 6,000
磁器 ・陶磁器)の保存科学的研究




機構 ・職 貝 ・予 算
7.平 成3年 度受託 研究一 覧











部 名 課 題 名 研究代表者 期 間












































































部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
情報資料部 *美術情報処理 システムの研究一デー
タの共有化 を中心 として一


















美術部は 日本 ・東洋の古美術並びに日本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連
ある西洋美術についての基礎的調査研究を行 い,か つ,そ の成果を公表する
ことを目的 としている。美術部は二室より構成 され,第 一研究室は古美術 を
担当 し,第 二研究室は近代 ・現代美術 を担 当している。
調査研究は各時代にわたり絵画 ・彫刻 ・工芸の各部門について,作 品 と文
献資料 との両面か ら実証的に進め られてお り,と もに基礎 となる研究資料の
作成 と整理 とにつ とめている他,現 代美術の動向に関する調査 と資料収集 を
も平行 して行 っている。また,作 品に関 し,早 くから実施 して きた科学的な
鑑識法を積極的に活用 しているの も当部の特色である。さらに情報資料部員
とは研究や調査の面で緊密な協力が行 われている。平成元年度 より着手 した
「美術におけ る地域性及び社会性の研究」は,第3年 次 をむかえ,各 研究班に
より調査研究が進められている。第二研究室では,昭 和63年度 より特別研究
「日本近代美術の発達に関す る明治後半期の基礎 資料集成」を4か 年計画で開
始 し,そ の成果を 「美術研究」353号に発表するとともに,新 たに資料収集 と
研究調査 を進めている。そのほか他機関 との共同研究による広領域の研究に
も参加 している。 なお,研 究員それぞれの研究課題 と内容は(2)の各論の項に
示す とお りである。
研究調査の結果は,第 一研究室全員が編集担当する機関誌 『美術研究』(昭
和7年創刊)やその他の学会誌に発表 し,ま た,第 二研究室 を中心 とする 『日
本美術年鑑』(昭和11年創刊)を発行 してお り,単行の研究報告 も随時刊行 し
ている。 さらにそのほか情報資料部 との共同で,研 究成果の一部 を広 く一般
の理解に資す るために毎年一回公開学術講座を開催 している。なお,黒 田清
輝の遺産 に基づいて創立された美術研究所,現 美術部は黒田清輝の作品その







第二 研 究 室
明治以降の日本近代美術に関する調査研究 と,こ れに関連する西洋美術及
び 日本近世 の洋風美術の調査研究,並 びに現代 美術の動向に関す る資料 の収
集と調査 とを継続 して行っている。 また昭和63年度よ り4か年計画で特別研
究 「日本近代美術の発達に関す る明治後半期の基礎 資料集成」を開始 し,第
4年度の調査研究 を行 った。 とくに現代美術に関する調査研究においては,
その年度に収集 した資料を整理 し,そ の成果をrII本1喚術 年鑑」 として毎年
公刊 している。平成3年 度は,平成2年 の内容 をもった'14成3年版 を刊行 し,
引続 き平成4年 版の編集に着手 した。
また,昭 和52年度以降実施 して きた黒 川清輝巡回展 は'1勺研究 室が中心 と
なって行ってお り,平 成3年 度は宮崎 県総合博物館で開催 した。
(2)各 論
1美 術における地域性及び社会性の研究(5年 計画の第3年 次)
各地域における業術の史的展開には,そ れぞれの地域の もつ空問的諸特
性に もとつ く差異が大 きく反映されているこ とは従 来指摘されなが らも,
具体的な問題に即 した総合的な解明は試み られていない。本研究は,地 域
固有の社会的ない し文化的側面におけ る雑殊性 を爪視 し,地 域間における





時代(長 野 ・定勝寺),b)林子明筆,釈 迦三尊像,ノO時代(長 野 ・定勝




季常筆,五 百羅漢図,南 宋時代(ブ リア美術館)に ついて調査 を行 っ
た。
また,日 本における大陸仏画受容の様相 を,13・14世紀の仏捏葉図
を通 して明 らかに し,そ の成果の一部 を美術部 ・情報資料部公開学術
講座で発表 した。
2)芸 術家の社会的地位
轡舟のイメー ジ形成についての研究を継続 し,雪 舟関係史料の検討
を通 じて得 られた成果の一部 を公表 した。(美術研究351)
3)15・16世紀における絵画マーケッ ト
室町時代 の絵画の価格及び画師の雇用 形態等につ いて研究をすす
め,相 国寺松泉軒における小栗宗継の障子絵制作についての研究成果
を公表した。(美術研究352)〈島尾,(情)鈴 木,井 手〉
(2)欧米 と日本 におけ る日本美術観の相違
19世紀後半 に形成 された欧米および 日本でのそれぞれの日本美術観に
ついて,a)欧米の 日本美術 コレクション ・日本美術観が,浮 世絵 ・工芸
品中心であるのは何故か,b)日本の 日本美術観が,絵 画 ・彫刻 を上位 と
するのは何故か,の 両面から,こ の問題 を検討 している。a)については,
生活美術への強い関心 と高い評価 をもたらすに至 った背景,お よび,特
にジャポニズムと関わるコレクション形成の実態について考察 し,と く
に,近 代 日本におけ る美術行政 との関連調査に関し,そ の研究成果の一
部を公表 した。(美術研究350)b)については,欧 米の美術理念の導入,
美術行政 との関連,お よび外国文化受容の方法論 といった視点か ら考察
し,博 覧会の出品分類におけ る概念用語の造語の研究,外 国文化の吸収
過程の比較研 究,日 本での美術 史学に関す る研究等を進行 させてお り,
その研究成果の一部 を公表 した。(美術研究353)<三輪,佐 藤,山 梨>
2来 迎 を中心とする浄土教美術の研究(4年 計画の第1年 次)
我国の浄t:教美術 はこれ までに もしば しば研究され,そ の成立 と展開は
概ね明らかにされて きたが,と りわけ来迎美術に顕著な展開 をみせ るその
独 白性については,な お解明すべき多くの問題が残 されている。加えて近
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年では,中 国(唐 ～宋)お よび朝鮮(高 麗)の 浄土教美術 の作品 も知 られ
るようになった。
本研究では,我 国浄土教美術の展開における諸相の解明を深め てい くと
ともに,中 国 ・朝鮮における浄土教 美術 との比較検討 を行 い,総 合的な視
点からその特質 を明らかにす る。
(1)8～9世紀における 日本 ・中国の浄土教美術の比較
古代 日本 と中国の浄土教美術に関する基礎研究の一環 として,当 麻曼
茶羅 と敦煙莫高窟観経変相図の来迎表現の比較を,テ キス ト解釈 とその
絵画化,画 面構成の各面についておこない,当 麻曼斎羅が 占め る中 日浄
土教美術史上の位置について考察 した。
(2)平安時代における麿教系と浄土教系阿弥陀如来の関連
10～11世紀 を中心 とする阿弥陀如来像 を,天 台宗におけ る浄二t教思想
の関連に注意 しなが ら整理 した。特にその中で,源Tr往 生要 集」 では
密教系浄土思想の基盤に立 ちなが ら,表 面には顕教系浄一L思想のみが現
われ ることに注意した。そ してその具体的作例 として京都 ・真正極楽 寺
阿弥陀如来立像 を捉えようとした。この間題は来迎印阿弥陀立像の成立
を探 ることにつながる と考えてい る。
(3)平安後期～鎌倉初期における阿弥陀来迎美術,及 びその中岡 ・朝鮮美
術 との比較
従来の来迎美術研究の成果にもとづ き,絵 画にあらわれ る仏,菩 疏の
さまざまな姿かたちを抽出,整 理 した。これ をもとに して来迎に関連あ
ると考えられ彫像の網羅的 な収集に努めた。その結果,従 来,来 迎彫像
として とりあげられてきた作品以外に,彫 刻史における来迎 美術研究に
有効ない くつかの関連作品を加えることがで きた。それ らの概要は美術
部 ・情報資料部公開学術講座(1991,12)で発表した。
(4)宋代江南地方を中心 とす る浄t:教美術 と西域地方 ・朝鮮 ・日本等周縁
諸地域におけ る浄土教 笑術 との比較
中国宋元時代の江南地ノ1および同時期の朝鮮半島における高麗時代 の
浄土教美術について,そ の基礎資料を収集 した。 とくに,中 国寧波地方




開学術講座(1991.12)で発表 し,寧 波の天台寺院であった延慶寺 を中心





嵜贈 された資料は,絵 巻関係ネガ ・フィルムと撮影台帳,作 品別焼付
け写輿,作 品別資料 ファイルの三つに大別 される。
1)本 年度は,ネ ガフィルム(約400本)について,昨 年度に引き続い
て密着写真(35ミリ判及び6×6判)を 作成 した。
2)撮 影台帳のデータ化 も順調に進めてお り,本 年度は,昭 和40年度
以降の撮影分について,デ ータ入力 を行 った。
3)9月 には,奈良国立博物館所蔵の絵巻資料について調査 を行 った。
〈(情)米 倉,(調)佐 野,(共同研究貝)村 重寧,大 西 昌子,千 野
香織〉
(2)関東所在水墨画資料




収集資料については,逐 次,整 理 を行い,併 せてデー タベース化を進
めた。
本年度 より,こ れまで調査で収集 した絵画作品の美術史的解明 とあわ
せ て,13世紀 より16世紀におけ る水墨画家(約60名)に 関 して基礎資料
の収集 と研究史の整理に着手 した。 この作業については,定 期的に研究
会を開催 し,研 究グループ内での問題の共有化 を図ることにした。今年
度は,宅 間長祐 ・宅間栄賀 ・式部輝忠について,基 礎 資料の収集 と研究
の現状 についての研究会を行った。
<島尾,(情)井 手,(共同研究貝)河 合正朝,横 田忠司,相 沢正彦,大





a)内 外の博覧会の概要 を把握す るため,そ れ らに関する文献所在調
査 を前年度に引続き行 い,第2回 目の中間報告 として 「内国勧業博
覧会・万国博覧会関係文献所在 目録(II)」(美術研究353)を出 した。
調査を行 った機関は,東 京国立博物館,東 京大学工学部,外 務省外
交 史料館,東 京都中央図書館等である。
b)東 京国立博物館所蔵の内外博覧会(第 一,二 回内国勧業博覧会,
第一回内国絵画共進会,ウ ィーン,フ ィラデルフィア,パ リ,シ カ




明治美術会,日 本美術院 ・Il本絵Illli協会,白 燭会展をモデルにそ
の出品目録のデータ ・べ一 ス化 に荊 ヂした,,
b)美 術雑誌等の彙報欄記事の収集
c)カ タログ ・図書類等所載年表の収 集
く三輪,佐 膝,山 梨〉
(4)日本絵画史年紀資料築成 畳一f1.111:紀
本研究は,す でにill行されたrII本絵画史年紀資料 染成 レ世紀～ 卜四
世紀」(1984)を継続するものである,,
1)源豊宗編 『日本美術 年表」・集英社版r原 色 日本美術年表」に掲出 さ
れた1401～1500年の記事の中か ら絵画に関す る項 目約140件を抜粋 し
た。落款,奥 書,賛 文,銘 記などに年紀をもつ例の他,作 者,賛 者の
没年等か ら制作年代の推定で きる例 も参考資料 として同様に抜粋 し
た。
2)抜粋項 目に取 り上げた作例1点 ごとについて,論 文・論説・紹介 など,
内容 と図版の有無を基単に してi三要参考文献の収集 を開始 した。









的 とし,演 劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室によって構成
されている。芸能部の研究 目標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法および
その継承保存に関す る研究などがあ り,そ の研究に必要 な資料の収集・整備,
お よび記録の作成のための撮影 ・録音 ・録画などの作業 を行 う。 また,研 究
の成果は刊行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座 などによって公表す る。
平成3年 度は,特 別研究 「仏教系芸能 の芸能史的位置づ けのための調査研































わが国の伝統的な行'ドや芸能 が,仏 教 との関わ りの中に展開 してきた様
相 を具体 的に解明 し,文 化史的 ・芸能 史的位 置づけ を行 うこ とを目的とし
て,研 究対象に"延 年"を 取 りLげ たものである、,
本年度はその最終年次 であるが,昨 年度に引き統いて"延 年"の 実態把
握 を主眼 としなが ら,下 記の調査研究 を行 った。4か 年間の成果は 「芸能
の科学21」で公表する。
(1)伝存事例 の中で 占態 を伝 えてい ると思われ るもの の実地調査;宮 城
県・白山神社 「小迫の延年」,岩手県・中尊孝 「白山宮祭」の録音 ・VTR
録画 ・写真撮影等。
(2)関連芸能の実地調査;山 形県 ・春 日神社f!A4川能 」,山形県 ・熊野大社










度は下記の調査研 究を行 い,成 果の一部 を第15回国際研究集会 で公表 し
た。〈代表者,羽 川〉
(1)能本の構造と演出の研究;復 曲活動の実際面の検討を通 して,能の「演
出」の変遷 と意義について考察 した。〈羽 田〉
② 仏教典礼 と能;論 義法要か ら能の くロンギ〉への展開について,能 の
現行演 目を作者別,曲 籍別に考察 した。〈佐藤〉
(3)能の音楽的研究;近 世芸能に対する能楽の影響 を,主 として音楽面か
ら考察 した。〈蒲生〉
(4)各地伝存の祭礼における能楽の構成 と芸態;伝 存事例 の実地調査によ
る資料の収集 を行 った。〈中村〉
(5)近世演劇 と能の関係;劇 書類か ら用例の抽 出と挿絵の検討 を行 い,成
果の一部 を夏期学術講座で発表 した。<鎌倉>
3寺 院行事の研究(7年 計画の第7年 次)
寺院行事が内包す る多様 な要素の中か ら芸能的要素 を抽出 し,各 宗派に
わたる調査研究 を行い,そ の変遷 ・分化 をあとづけた。今年度は,悔 過会
とその周辺の諸問題一臓悔の法要形式,呪 的表現法,所 用声明の意義 と表
現一について考察 し,そ の成果の一部 を公表した。<佐藤 ・高橋>
4絵 画資料による近世演劇の研究(3年 計画の第2年 次)
近世風俗画および絵入 り狂言本 ・絵入浄瑠璃本の挿絵を比較検討 し,当
時の舞台構造や演出および観客の要求について考察 し,そ の成果 を夏期学
術講座で発表した。 また,近 松作の絵入狂言本について考察 し,そ の成果
を 「芸能の科学20」に公表 した。<鎌倉>
5日 本音楽各種 目の独自性 と相互影響の研究(5年 計画の第3年 次)
催燭楽,平 曲,能 楽その他 を個別に取 り上げた。そのほか,各 種 目に共
川される理論用語 「中」について考察 し,その成果 を 「芸能の科学20」に




6.民俗芸能における採 り物の研 究(8年 計画の第7年 次)
民俗芸能 を総合的 な視野で把握す るために,各 種 目の構造 ・技法分析の
一環 として,さ まざまな 目的で用いられている採 り物,特 に扇および武器
について考察 し,扇 については成果の一部 を 「芸能の科学19」に公表 した。
また,武 器については基礎調査 を行 った。<中村>
7.日本舞踊 における技法の相互影響の研究
今 日演 じられることの少ない舞踊作晶に見られる"振 りNを もとに,技
法の変遷・伝承の背景を考察 し,そ の成果を「芸能の科学20」に公表 した。<
丸茂>
8.民 揺歌洞の様式研究
全国的 な民拙歌詞調査結果に基づ き,東北地ノ∫・近畿地 ノ∫の歌詞カー ド
の作成を終tし,引 き続 き関ii地ノ∫について作業を進めた。<中村・モ村>
9.上方落語の研究
「忠臣蔵 」に受容 された落語の分類および近世庶民生活への 「忠臣蔵」





おかれている保存環境の科学的研究を行い,こ れらを基盤 と して文化財保 イf二
の技術開発に関す る研究を行 っている。 言い換えれば,文 化財の自然科学的
研究,文 化財を資料 とする科学技術史的研究,文 化財の保 存のための科学技
術の応用研究の3方 面である。研究紙織は化学研究室,物 理研究室,生 物研
究室の3室 か らなり,研 究成果は修復技術部 と共同編集の機関誌「保存科学」










物理 研 究 室
物理研究室では文化財の材質ならびに保存環境 に関する問題点を物理的 丁一
法 を用いて調査・研究 している。文化財の材質,構 造の調査方法 として γ線・








1鉄 器材質の歴史的変遷に関する研究(3年 計 画の第1年 次)
本年度は鉄器原料の産地 を推定することを目的として,鉛 同位体比法が
応用できるかどうかについて基礎的研究を行 った。
占代鉄 中におけ る鉛濃度は銅製晶の場合よりかな り低 いことが予想され
たので,実 験室の整備および分析法に改良を加 えた。鉄試料 中の鉛濃度 を
幾つかの試料について測定 したところ,占墳時代 の鉄 器で約0.1～0.01ppm
稚度であるこ とが分かった。 これは銅製資料におけ る鉛濃度,約100-10
ppmと比較 して,約1/100から1/1000という少ない量であった。この資料











昨年度 に引続 き,紫 外線照射(短波長,長 波長),オゾン曝露などで強制
劣化させ た絹につ いて,ESR,化学発 光などによる状態分析 を行い,レ ー
ザー顕微鏡 を用いた外 見 ヒの変化の観療を行った。 レーザー顕微鏡 を用い
た観察では紫外線劣化 させ た絹に電r頭 微鏡で観察 されたような微細な亀
裂がみられず,こ れ らの亀裂は光劣化が直接の原因で生 じたものではない
こ とがわかった。おそらく紫外線によってきわめて脆 くなった絹が前処理
の蒸着の時に,減 圧により繊維の 爪な りの部分に力がかか り,亀 裂が生 じ
た ものと考え られた。この他,ESRや 化 　.発光の測定では,劣 化条件や試
料の大きさなどをできるだけそろえて測定 を行い,鎌 倉初期の絹など経年
変化 した試料 との比較を進め ている。<佐野,三 浦>
4,特殊環境に置かれた文化財の保存条件の検肘(8年 計画の第3年 次)
(1)新設博物館内の環境
新設博物館館内には,コ ンクリー トからアルカ リ性物質 を含んだ水分
が 多量に蒸発して くる,,この 「アルカリ因 門 が文化財の材質に どん な
影響 を与えるのか,曝 露実験 を継続中である。フィール ドとしては,滋
賀県大津市歴史博物館の収蔵庫床 ドピッ ト内および静岡県島田市立博物
館一階展示準備室内を選んだ。環境 判定のために,ア マニ油含浸紙 と並
行 して,ア ンモニア濃度測定川 として試験中の硫酸銅溶液含浸紙 を用い
ている。また,コ ンクリー ト塊を使川するモデル実験で,漆 塗膜および
絹に対する影響 を試験 している。<佐野,=.nli>
1)ア ルカ リ因子についての再考
「アルカリ因子」についての過去の研究例 を集約 し,化 学的 な側 面




































徳 島県 徳 島市徳島城博物館
香川県 詫間町民俗資料館
高知県 県立歴史民俗資料館






環境汚染が文化財におよぼす影轡の評価法を椥 けする目的 で,東 文研
屋上,黒 田記念室,収 蔵庫において環境中の酸性 ガス(NO2,SO2),酸
性 ミス ト(Cレ,NO3,SO2♂)濃度を測定 し,同 一・場所で銀 ・銅 ・石灰
石等の テス トピース曝露試験 を行い,テ ストピー スの変質量 と汚染因子




酸性 ミス ト(CI-,NO,,SOZ.)濃度等を測定 し,ま た同一場所で石灰
石のテス トピー ス暴露試験結果は,石 灰石の煎鼠は約O.24%減少 し,雨
のpHは5.2～5.4の酸性 を示 していた。酸性 イオン濃度 は,F-,C1-,
NO3,SOZ4それぞれ0.5,15.O,7.5,6.5ppmであった。<門倉>
5.フ ォクシングの保存科学的研究(4年 計画の第3年 次)
本研究は,フ ォクシングの要因と形成のメカニズムを微生物学的観点か
ら究明 し,修復方法の確立を目的 とす るものである。昨年度 までの研究で,
フォクシング部位で グル コースとγ一ア ミノ酪酸が検出され,こ の2成 分
が反応 して褐色 となり,フォクシングを形成すると.J;一えられた。そのため,
今年度は,こ の2成 分か ら合成 した褐色物質の単一・成分 を抽出 し,そ の構
造を明 らかに したい と考えた。 しか し,合 成褐色物質から蛍光物質を精製
す る過程 で,tit-一蛍光スポッ トを形成す る試料が少なく,構 造 を決定する
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までには至 らなかった。今年度の研究で,合 成 した褐色物質は複雑な構造
の物質の混合物 であ り,単 一物質の精製にはかな り時間を要す ることが明
らか となった。<新井>
6文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究
(1)鉛同位体比 を利用 した銅製品,青 銅製品の材料産地推定
東京国立博物館,各 地教育委員会,発 掘事務所,埋 蔵文化財センター
などか ら,各種のllf銅製晶,発 掘 ・出f.銅製品,伝 世の仏像 などに関し
て鉛同位休比測定の依頼があ り,これ らを測定 し,材料産地の推定 を行 っ
た。…般研究での今 年度測定資料数は約30件。<平尾>
1)佐 賀県反泉 、¥lll占墳 ll:上の銅鏡など3点 を分析 した。中国南部の鉛
同位体比を示 した。
2)佐 賀県本村籠遺跡出土青銅製品3点 の分析 よ り,これ らが朝鮮半島
製の材料を利用 していることが分かった。
3)広 島県木の宗山出土の銅鐸,銅 剣,銅 父3点 を分析 した。
4)奈 良県藤 ノ木古墳出土帯金具を分析 し,産 地に関する情報 を得た。
(2)蛍光X線 分析法 を利用 した研究
東京国立博物館,各 地教育委貝会,発 掘事務所,埋 蔵文化財センター
などか ら,各 種の青銅製品,発 掘 ・出土銅製品,伝 世の仏像 などに関 し








熊本県船 山古墳出土金銅製 品,金 製品など10点を分析 した。
広 島県木の宗山出土の銅鐸,銅 剣,銅 文を3点 分析 した。
群 馬県観音山古墳出土銅製 品を20点分析 した。





(3)X線lll1折分析法 を利用 した研 究









作 品 名 所 蔵 者(依 頼者)
善導大師立像 善導院(文 化庁)
朱漆梅月螺鋼六角盆 沖縄県浦添市美術館
蟹の盃台か らくり 個人(園 立科学博物館)
ロダン 「カ リアティー ド 新潟」!j術博物館
とア トランタ」
(5)赤外線,エ ミシオグラフ ィおよびX線 透視撮影による研究





に上がった状態が ―風邪引き」であるが,水 中で完企に濡 らす と見かけ
は健全に戻ることがわか り,発生原因およびその機構 を検討 している。<
佐野〉
(2)絹の劣化度 を定鼠的に判断す る分析f一法の検討を繊統 中であ る。
本年度は,ESRお よび化学発光による検対 を主 として行 い,発 光量 と













史 跡 等 の 名 称 観 測 項 目 観測開始時期
小高町薬師党石仏 温湿度 ・表而温度 1985年12月
中尊.r金色 准 温湿度 ・変位 1986年3月
同讃衡蔵 温湿度 1991年6月
三殿台遺跡住居跡 温湿度 ・表面温度 ・日照 1989年4月






今回は防除対策(処 置)を 講 じたが,本 展示ケースについては対症療




展示中の漆棺か らムシが出現 した。 これは,ゴ ミムシダマシで漆棺の木




査の依頼 を受けた。 カビは収納ケースの外側に散見されたが,内 部には








に虫粉が認め られ,そ の対策を求め られた。虫粉は主 としてシバ ンムシ
の糞であ り,煉 蒸法等の対策を報告 した。
(5)重要文化財 ・丹生都比売神社楼門の虫害
丹生都比売神社楼 門の修理 にあた り,マ ツ材に茜大な虫害が認め られ
調査 を依頼された。 この被害は,シ パ ンム シよりも大形の昆虫の 食痕 で
あ り,カ ミキ リによるものと推定 した。被害材から成虫の羽化 を待ち,
種類 を特定 した。従来,カ ミキリの被riを見落 していた 口∫能性があるの
で,全 国的な調査 を要す る。
(6)重要文化財 ・金剛証 、～切 建 築彩色
金剛証寺の本堂修理L'脳こあたり,本 堂は極めて高湿度の環境にある
ため,こ れ まで丹塗 りに カビの被害を受けてきた。その対策 を求め られ
たので,膠 に混入す る防徽剤 をヂ板 で比較検討 して決定する。
(7)瑞鳳殿漆塗建築物劣化の調査
瑞鳳殿 を{1∫建 して12年が経過 し,漆 槍膜の剥離等が拷しいので,再 泳






応用 を主務 としている。研究の対象は3術 工芸品,建 造物,考 古資料,民 俗
資料などの有形文化財をは じめ とした,文 化財のすべてを含んでいる。









第 三 修復 技術 研 究室
建造物,考 占資料,X術11,・1.1¥品など金属,石 材,そ の他無機材質を主材料













1文 化財の伝統的僚復材料の研究(4年 計画の第3年 次:保 存科学部 と共
同)
(1)物性に関する調査研究




壁材に用 いられて いる膠着剤の同定 をFTIRによってア ミノ酸
分析,糖分析を試みた。膠 と布海 苔類 とカゼインの識別および同定,
また布海苔とツ ノマ タの識別 ・同定が可能であるこ とが明 らか に





の金属類の移動 を追跡 しなが ら,烈 染めの伝統技 法の解明 をおこ
なっている。
文献調査か ら,茶 色染め も鉄 タンニン染め と解釈 したほ うがよい
ことが判明 した。分析によって媒染剤 として使川される金属の量が




オゾンと長波長の紫外線 を用 いて,K化 財僚復用の絵絹の開発 を
行 っている。
オゾン劣化法は,劣 化時間も短 く実験狡置も簡便 である。紫外線劣
化絹の方が,オ ゾン法による劣化絹に比鮫 して劣化の進行度合い,色
味,柔 軟 さなどで,自 然な経年劣化による劣化絹の状 態に近 く修復材
料として適 していることが判明 した。装置の改良により劣化時間を大




を,従来の精製漆 と比較するため,冷装 予板 を製作 し耐候性試験を行 っ
ている。約8か 月を経過 したが,従 来の梢製漆は下地 を露出し,低 温
薄膜脱水法で製作 した精製漆は,光 沢が少なくなる提 度に とどまって
いる。 どの程度の耐候性 を示すか実験 を謎統中である。〈中里〉
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2.屋外文化財の劣化過程の鯛査 と修復法の開発(5年 計画の第3年 次)
(1)塗装材料 ・技法
1)海 浜地域 におけ る建造物塗装の研究
海浜などの特殊な環境下における伝統的塗装材料 と合成塗料の耐候
性お よび,劣 化特性 を現地暴露,促 進劣化実験などで検討 した。島根
県 日御碕神社や広島県厳島神社大鳥居 などで,合 成樹脂に伝統的顔料
を混和 した新素材 を用いた現地暴露実験 を行 った。 日御碕神社 では,
実験結果 を参考に して最終塗装仕様を決定 し,回廊および楼門の一部
に塗装試験 を行 った。 また半年間の温湿度測定によって高湿度期間が
長 く,ま た木材水分含有蹴 も高いことが分 り,塗装条件が非常 に厳 し
いことが判明 した。<川野辺>
2)海 浜地域におけ る装飾金具の耐 食性実験
日御碕神社の装飾金具は,日 本海からの強い海風によって著 しく腐
食 している。実験の目的は,こ のような厳 しい環境下に耐える金具の
開発にある。
5×6cm×厚 さ0.5mmの耐食性銅板 に金 メッキ,電着塗装処理等をした
試験サンプルを作 り,現地暴露,塩水噴霧,キ ャス試験,ウ エザー メー
ター などの腐食試験を行 った。その結果3ミ クロン以上の金 メッキを















館),重要文化財木造菩薩座像(白 竜寺)の 技法調査 を行 った。〈中里>
4.材 質の劣化に関する研究
紙質文化財
紙の種類によるフォクシング発生の難易の研 究を行 った。試作 した手
漉和紙 にフォクシング要因糸状菌2種 の胞子 を接種 したがフォクシング






工するための材料 ・手法の開発研究 を開始 した。鳥取県大神ll榊社,
大分 県願成院,福島県飯野八幡宮 などで実施条件の検討を行 っている。
2)特 殊環境 ドの塗装材料 ・施工ノ∫法
重要文化財厳島神社大鳥屠の修復仕様の検討を行っている。修復対




保存科学部の協力で箱表面の金属板の成分 を蛍光X線 分析で調査 し,





54冊が水害を受けたので,凍 結 して輸送 し,研 究所内に設置している真
空凍結乾燥機で乾燥処置を行 った。冊子の種類による乾燥期間を予測す










を行 うと,水 素,窒 素,ア ルゴン処理よりも脱塩効率が良いことが判っ
た。鉄錆に覆われた象嵌遺物をプラズマ処理 して象嵌の表面の錆をメス
などで簡 単に除去する方法 を開発 した。 この方法によって象嵌を傷つけ
ることなく,し か も象嵌技法が良 く認識で きるように処理するこ とが可
能に なった。〈青木 〉
(5)遺跡 ・遺構の保存修復
遺構を保存するため,土 壌含水率 を土壌の収縮限界内にコン トロール
する樹脂 を開発 して横浜市三殿台遺跡などで実験 を行 ってきたが,処 理




の悉皆調査 を開始 した。本年度は群馬県を対象 とした。<青木>
6.受託研究
(1)隈・西小 田遺跡出土銅文の保存修復研 究(福 岡県筑紫野市)(保存科学
部 と共同)
福 岡県筑紫野市隈 ・西小 田遺跡か ら発見された銅文の保存修復処置の










蛍光X線 分析,X線 回折分析,鉛 同位体比分析を行 った。
(2)舟塚古墳 出土金属遺物 の保 存修復研究(茨城県歴史館)(保 存科学部 と
共同)
舟塚古墳か ら発見された鉄 製品および銅製品の保存修復処置研究 と材















蛍光X線 分析,X線 回折分析,鉛 同位体比分析を行 った。
(3)徳永川の上遺跡出L金 属還物の保 イ∬:修復研究(福 岡県教育委貝会)
川の上遺跡は弥生時代から占墳時代への移行期のもので,占 墳が形成












風邪 を引いた紙 につ いて,そ の現象を究明するために行 った処置に
よって,風邪引 き現象が回復することを発見 した。それはサクションテー
プル上で温水 を注 ぐ方法で,短 時間の処置で効果が現れ る。大型の紙の
場合 でも,温水浴 を10分程度行えば風邪引きが回復す ることを確認 した。
また,同 温異湿状態で紙の吸着水分量を測定 した結果,同 一含水量に
















文献 資 料 研 究 室
美術史を中心 とした図書 ・雑諒,調 査研究活動によって収集 された各種研
究資料の整理 ・保管 ・閲覧を行 っている。 また,日 本 ・東洋古美術関係の文
献 目録の作成 とともに文献データベースの開発を行 ってい る。各年分の文献













1美 術情報処理システムの研 究一 データの共有化 を中心 として一(10年
計画第3年 次)
(1)共有デー タの生魔 ・蓄積 ・利川環境の検,rr
l)文 化庁を中心 とす る文化財情報 ネットワー クシステムのワーキング
グループに参加 し,有 形文化財デー タベー スのデー タ構造に関 して検
討 した。
2)オ フラインによるデータの共有システムに関 して,先年度に引続 き,
科学研究費総合研究(A)rx術 史研究における基礎資料の共有化 と
デー タベースの活川」(研究代表者 米倉辿夫)により,日 本画史画論
全文 テキス トデー タ(体 朝画史」 など)の 人力をおこな うとともに,
利用希望諸機関に配布 し,効 果的な活川ノ∫法について情報交換をおこ
なった。 なお,同 科研は本年度 をもって終 ∫し,研 究成果報告書を作
成 した。 また,「歴史系研究 支援情報処理の研究」(国立歴史民俗博物
館共同研究)に 参加 し,美術 史研究機関におけるデー タ生産 ・蓄積 ・
利用環境の実態把握を継統 した。
(2)キー ワー ド辞書の検討
1)先 年度に入力済みの中国画史画論全文テキス トデー タか ら,主 題 ・
人名等の語彙を切 り出 し,イ ンデ ックスを作成 した。





3)既 存のキーワー ド辞書 と語彙デー タベー ス群 のデータ構造について
検討 し,そ の統合化 と将来的な各デー タフィール ドの有機的結合へむ
けたキー ワー ド辞書の基礎的条件の検討 を継続 した。
(3)システム構築のための基礎的実験
写真資料,文 献資料,テ キス トの各デー タフィール ドの検索システム
構築のための基礎作業を継統 した。
写真資料については文字デー タは新規入力,及 び入力済みデー タの校
正を継続中,画 像デー タはJIF規格 による画像圧縮の実験をおこない,
PC-9800上での画像デー タベー ス実現の可能性をえた。文献資料 につい
ては,所 蔵図書,定 期刊行物所載文献のデー タベース作成を継続中,ま
た両データベー スの検索 システムを試験的に運用 している。テ キス ト
データについては,新 規入力(上 記(1)-2))及び入力済みデー タの処理




美術史研究においては,作 品に関す る視覚情報が重要であ り,高度なイ
メー ジ処理 を可能 とす るシステムが必須 である。一方,デ ジタル画像処理
技術は実用段階 をむかえ,美術史研究への本格的な応用が強 く期待 され る。
本研究の 目的は,(1)デジタル画像処理による美術作品の分析方法,(2)画像
デー タの蓄積に関わるデータベース ・システム,を 中心にすえている。本
年度の研 究内容は以下の通 りであ る。
1)デ ジタル画像処理の応用については,古 代金銅仏のガンマ線照射画
像 を例 として解析 を行 った。側面・正面画像 に擬似 カラー処理を施 し,
画像上の濃度(透過度)と 金銅仏の肉厚 との対応を視覚的に明示 した。
撮影時のガンマ線の照射角等の問題があるが,今 後のデー タの蓄積に




2)画 像関係のデー タベース ・システムに関 しては,文 部省科学研究費
「有形文化財映像 デー タベー ス」(代表者 ・東京国立博物館 高見沢明
雄)に参加 し,所 蔵ガラス乾板(約2,000枚)をアナ ログ画像 として レー
ザーデ ィスク化 した。同時に,個 々の画像 に対応する文字データ作成
を行 って両者を統合 し,文 字による画像の検索を可能 とした。
3)ま た,画 像処理専用機(NEXUS6800)で作成 した高品位のデ ジタ
ル画像 を約20%に圧縮 し,ロ ーカル ・ネッ トワー クを介 してパー ソナ
ルコンピュータ(PC-9801)のモニター上に表示する実験 を行 った。
3.日 本 ・東洋美術史文献デー タベースの開発(6年 計画鯖4年 次)
(1)文献デー タの構造の検討
所瓶 図書デー タと定期刊行物所載文献デー タの構造の検討を行い,文
献の扱 う築術 各ジャンルに振 り当てたジャンル・コー ドの改定 を行った。
(2)デー タベースの作成
所蔵図嘗 と定期111行物所載文献デー タベー スの作成を行 った。所蔵図
書につ いては約2万9千 件,定 期刊行物所載文献につ いては収集済み
データ約3ノ∫5τ・仲の うち,1万 件について校i!・:を完rし た。
(3)文献データの共有化をめ ぐる諸問題の椥 け
オフラインによるデー タ共有の方法(CD-IZOMによ るデー タ配付や
デー タライプラリなど)の 可能性について検討を行 うとともに,デ ー タ
ベースの出力による冊f一体11録作成のための準備 として,当 研究所の 刊




共通す る型であ り,ま たその伝播媒体 でもある 「様」の介在を通 して考察
した。その成果はr美 術研究」誌上に発表 した。<長岡>
5.鎌倉時代絵画史の研究
高僧伝絵の醐査研究を継続 した。本年は法然伝絵,一 遍聖絵の調査 を行
うとともに,高 僧伝絵成11の枠組みの基盤 としての仏伝や,奇 跡に関す る




聖 な どに焦点 をあてた。その成果の一部はMINI-CONFERENCEON
READINGSAINTS'LIVESEASTANDWESTにおいて発表 した。
肖像画の調査研究を継続 した。本年は世俗人物の肖像画の調査 を行 うと
ともに,世 俗人物 肖像画の成立とその機能について研究をすすめた。 また




1992=311(長崎地方)の 二度にわたる調査 を行い,基 本デー タと写真資
料 を収集 した。 また,12月の美術部 ・情報資料部公開講座において,成 果
の一部 を公表 した。主な調査作品は次のとお り。












我が園の重要な責務であ る。特にアジアにおいて我が国は大 きな役割 を果 た
さなければならない。国際協力を行 うためには,ま ず各国の実状についての
理解が必要で,そ のための情報の収集が重要であ る。 また,貴 重 な文化財 を
保存 し修復するためには,人 材 を養成す るための研修事業が きわめて重要で
あるOさ らに,文 化財保存修復技術の向上のための研究を推進 して行 くこと
一45一
調査研究
も技術先進国である我が国の重要な責務である。以上の ことか ら,文 化財保
護 を目的とした情報,研 修,研 究の国際センター を我が国に設立すべ きとの
声が高 まっている。
アジア文化財保存研究室は,セ ンター設立に向けての第一歩 として,平 成
2年10月に発足 した。研究室ではアジアを中心に世界の文化財 およびその保
存に関する資料の収集,蜷 理,デ ータペースの作成を行っている。また,基
礎研究 として,屋 外石造文化財の劣化の地質学的研究,お よび石材の強化保
存処置に関する材料,処 置方法の研究等を行 っている。 さらに,ア ジア文化






財について,そ の保存状況 と保 イ∫:対策についてのアンケー トを出 し,多
くの情報を得た。〈西浦〉
(2)組織,機 構,プ ロジェク ト等についての澗査
1)ア ジア文化財保イ1:セミナーのアジア代表に,各 岡における文化財保
存に関わる紛織,機 構,プ ロジェクト等についてその現状 と問題点に
ついてのアンケ 一ートを出 し,多 くの情報を得た。<西浦>
2)東 京国立文化財研究所 を、Ujれたアジア諸国の文化財保存関係者か ら
個別に各園の状況 を聞 き取 り,資 料とした。<西浦,朽 津>
3)国 内で開かれたアジアの文化財の保存に関わる講演会,研 究会な ど
に積極的に参加 し,資 料の収 集に努めた。 また,海 外では,ハ ワイで
開かれたシンポジウム 「アジア太'F洋地域の熱帯環境下における文化
財の保議」に出席 し,多 くの情報を得た。<西浦,朽 津>
2.屋 外石造文化財の劣化 と保存修復処置に関する研究
(1)石材の劣化現敦についての皆石学,鉱 物学的調査研究




る部分の岩石サ ンプルを顕微鏡観察 し,両 者は同 じ安 山岩ではあるが
岩質が異なることを明 らかに した。<朽津>
2)ブ リヂス トン美術館所蔵の大理石像 「勝利の女神像」の劣化状態を
署石学的に分析 した結果,表 面層に特異な劣化現象が観察され,薬 剤
クリーニ ングによる影響が考察 された。<朽津>
3)新 潟県立美術博物館蔵 のロダン作 の石像 を岩石 学的に分析 した結
果,有 灰粒粉 を用いた擬石であることがわかった。 また,内 部 と表層




いて,そ の物性を比較検討するための実験 を行っている。凝灰岩,砂 岩,
安 山岩試験片を用いた浸透性測定,石 粒 を用いた強化 力評価実験が進行
中であ り,特 に,ヨ ー ロッパで広 く用い られている変性エチルシ リケー
ト系強化剤 であるWackerOHと日本で専 ら用 いられているSS-101と
の比較を行 っている。〈西浦 〉
(3)洞窟,磨 崖仏などの劣化現象 と保存対策に関する調査研究
1)磨 崖仏 など石質遺跡の新 しい保存方法 として,岩 体中に棲水性シ リ
コン樹脂 を注入含浸 し,内 部(背 部)に 掻水層を形成 させて,地 中水
の浸入を防止す る方法についての現場実験を福 島県小高町の岩崖その
他 で行 ってお り,施 工上の問題点の検討および施工後の状 態観察 を
行 ってい る。(科研:一 般研究B)<西 浦>
2)福 島県小高町,史 跡 ・薬師堂石仏の劣化状態を定期的に調査 してお
り,大屋根架設後の岩体の乾燥に伴 う状態変化について,保 存処置法
を踏 まえつつ,調 査 を行 った。<西浦,朽 津>
3)神 奈川県,重 文 ・元箱根石仏群の保存修復に関 して,岩 石の含浸強
化処置,椴 水処置についての現地調査 を行い,ま た,樹 脂の浸透性,
搬水効果(地 衣類防除効果)に ついての現地実験 を行 っている。<西
浦>






5)イ ルクーツク州保存セ ンターの依頼により,シ ベ リアの レナ河上流
域にあるシシュキノ岸壁画の保存についての調査 を行 い,基 本的な保
存方針 ・対策案 を提出した。<西浦>




奈良県,薬 師寺の金堂,講 堂,東 塔の表面に出ている錆を鉱物学的に
分析 し,ア ン トラライ ト(Cu3SO、(OH)4),プロカンタイ ト(Cu,SO、
(OH)6)等の悪性の錆を検出 した。〈朽津 〉
(2)彩色建造物の保 存修復に関する研究
社寺等の外部化粧 としての丹塗喩装について,合 成樹脂等種 々の材料
に依って,耐 久性 を改良するノ∫法 とその問題点 を実験的に研究,考 察す
るために,東 京国立文化財研究所継iと 島根県 日御碕神社において試験
片の曝露試験を行 っている。今までの ところ丹を含 まない合成樹脂諭料
が抜群の耐久性 を有 しているこ と,丹 と合成樹脂 を混合す ると趣端な変




各種の保存処理 を施 した水浸木材試験片について,環 境湿度変化に伴
う重量,寸 法の変化を,電 子天秤,歪 み ゲー ジを燗いたコンピュータ計
測システムによ り測定する実験 を継続 して行 ってい る。今年 度は特 に
PEG処理 した ものの挙動を中心に測定を行っている。〈西浦,今 津〉
(4)石材の産地推定 など
1)南 関東の黒色緻密質安山若製の石器について,岩 石組成 を偏光顕微




2)高 知 県およびその周辺地域か ら出土 した石器の うち,従 来よ り岩石
名が不明 とされていたものについて,岩 石組織の観察によ り,正確な
若石名を与えて分類 を行 った。<朽津>
3)岡 山県下の古墳の竪穴式石室に用い られている石材について,岩 石
紺成に基づ いて原産地推定 を行い,一 部は香川県から持 ち込まれてい
ることを明らかにした。 また,同 時代の香川県下の古墳石室石材を調
べ,岡III県下の もの と同様 な石材が用 いられている占墳があることを
明 らかに した。<朽津>
4)佐 賀県下の中 ・近世の窯跡について,側 壁の結晶析出物にみ られる
累帯構造 を偏光顕微鏡で観察す ることに よって,窯 の利用 された回数
の推定を行った。〈朽津〉











1)194(195)窟と53(469)窟に設置 した温度,湿 度,日 照,外 部風速,内




















和 田 勝彦(文 化庁記念物課記念物行政企画官)
勝木 匿書一郎(東 京芸術大学大学院美術研究科院生)
1)194(195)窟と53(469)窟に設置した温度,湿 度,日 照,外 部風速,内
部微風速計測 システムからのデータの読み出 しと初期解析。
2)同 じく積算H照 計からのデー タの読み出 し。
3)壁 画劣化状態の実地調査 と関連資料の鯛査。
4)194窟と53窟の相対位置の測最。






















平成3年3月911,協 力会議委貝,文 化庁関係者,東 文研関係者が出席




(2)米国 ス ミソニ ア ン研 究機構 との共 同研 究
平成元年度か ら始 まった科学研究費による共同研究の最終年度に当たる。
3年度はアメリカ側から,パ メラ ・バ ンディバー,ト ム ・チェイスが来 日し,
縄文土器,青 銅試料についての共同研究を日本側研究者 と行った。 またス ミ
ソニアンの費用によ り中国社会科学院世界宗教研究所 の金正耀氏が来 日し,
中国の青銅器の鉛同位体比分析 を行 っている(約80点測定済み)。日本か らは,
沢田正昭,西村康(以上奈良国立文化財研究所),戸津圭之介(東京芸術大学),
馬淵久夫,平 尾良光が渡米 し,共 同研究を行 った。
(3)海外所在 日本美術品調査
坐研究所 では,昭 和63年以来,欧 米所在の明治時代以前の 日本美術作品に
関す る基礎デー タの収集に努めてきた。平成2年 度よ り,古文化財科学研究
会が 口本芸術文化振興会から助成金を得 て 「海外所在の 日本文化財 を対象 と
する調査研究」を行 うこととな り,当研究所がその委嘱を受けて調査研究を
担'1～した。平成2年 度は メ トロポリタン美術館,3年 度はバー ク・コレクショ




8.主 要 研 究 業 績
①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表





②鎌倉仏教 と仏像の歴史r仏 教美術入門」5'F凡 社3.7
②正倉院の伎楽面r:.,:倉 院宝物にみる楽舞 ・遊戯具」 紫紅社3.8
③法隆寺の聖徳太子彫像 「聖徳」128法 隆寺3.4
③仏像の制作技法r仏 教S術 人rlj」61y凡社4.1
⑤博物館におけ る公開 と保存 第2回 アジア文化財保イ∬:セミナー3.11
美 術 部
井上一稔(蛍 任研究官)
②奈良時代の"如 意輪"観 朗r仰 とその造形一石山斜象を中'ら・に一
r〕亀初lf栃,『究」3534.3
③作品解説r運 慶 と快慶」 講談社3.8
佐藤道信(孟 任研究官)










②北斎 ・暁斎の雅号 と世 界観 「暁斎」45
②絵画 と言語(1)「画」 と漢字 「美術研究」353
③作品解説 「江戸か ら明治へ」r日本美術全集」21講 談社
③ 「龍池会報告」解説r近 代美術叢書5』 別冊 ゆまに書房
③作品解説r御 物 絵画III」(皇室の至宝III)毎 日新聞社
③作品解説 下村観山 「鵜」 「国華」1150
③近現代美術(日 本)の 研究についてく美術研究と参考図書〉
「アー ト・ドキュメンテーション通信」11
③ コラム 「伯林 日本画展覧会」
rベル リン美術館」(r秘宝 日本美術大観』7)講 談社
③作品解説r御 物 障 ・調度II』(皇室の至宝VII)毎 日新聞社
③現代へつながる66近代化の指針"r日 本美術』復刊紹介 雄松堂






③作品解説 「浄土寺阿弥陀三尊像」他 『運慶と快慶』 講談社
④多彩な来迎の造形 美術部 ・情報資料部公開学術講座
島尾新(第 一研究室)
①r日 本美術史」(共著)美 術 出版社
②雪舟等楊の研究(一)一 雪舟のイメー ジ戦略 一 「美術研究」351
④雪舟と水墨画 福岡市立美術館
④"か たちMと"こ とば"「 かたちの情報学」研究会
国立歴史民俗博物館










































③黒 田清輝 「湖畔」 「国華」1150号









長岡ll∫中 央 図 書 館3.11.17







③作 品解説(高 橋由一 「鮭」他ll点)rll本 美術全奥」21講il炎社
③作 品解説(高 橋由一 「明治天阜御 肖像1他4点)
r御物ll曳室の至宝IIU毎II新 聞社
③作 品解説(高 村光雲 「倭鶏」他6点)
「御物1;曳室の至宝1V」毎1噺 聞社
③作 品解説 高橋由一 「花魁」 「国華」1150～ナ
③作家解説 森田元子他r洋 画の遺産」 マ リア欝房
③黒田清輝 其 日のはて(一)(二)「 美術研究」353
④ コンポジションか ら構想画へ


















川 崎 市 幸 区 美 術 講 座3.10.29
3.11.2
横 浜di民 ギ ャ ラ リー 美 術 講 座3.11.16
一54一
i主要研究業績
⑤ 日本近代洋画史 一 黒田清輝を中心に 船橋布八木が谷公民館3.11.21
⑤児島善三郎 と新 日本主義 横浜市民 ギャラリー美術講座4.3.14
⑤エ コー ル ・ド・パ リに咲いた日本洋画 横浜市民 ギャラリー美術講座4.3.21
⑥翻,沢 ヘ ンリー ・ス ミス著
「広重 と清親の名所図における十九世紀的視覚」
r日本美術全集』21講 談社3.4
⑥翻 訳 ドナル ド・マ ッカラム著 「円空 その修験道 と想像力」
r日本美術全集』16講 談社3.10









羽 田 奥(演 劇研究室長)







②鎌倉 ・南北朝時代のD4側喋 」にみる記譜のIt相 「芸能の科学」193.12
③ 「東大・～驚:会 」音と映像 による日本 占典大系 映像解説編 平凡社4.3
⑤ 「大機悔」 と1三 卜 二相」の特質 と展開
東京園 、乞文化財研究所芸能郁公開.,術講座3.12.20
蒲生 郷昭G°i二楽算踊研究室長)
①音 と映像によるIl本占典芸能人系(岸 辺成雄ほか4名 との共II4監修)
11本ビクター3.6(映 像),4.3(映像解説編)
②長唄」1・:研究104--115(共同研究)Dll楽 と舜踊」490～5013.4～4.3
② 日本の音楽理論におけ る 「中」について 「貰能の科学」20
③天王寺の楽人 第24回佐野萌演能会パ ンフレッ ト
③ 「艶容女舞衣」酒厘の段,義 太夫節 「野崎村一新版歌祭文 上の巻」,
「長唄紀州遭成 制
音 と映像による 日本占典芸能大系 映像解説編ffビ クター
④平曲に関す る　'i'楽川踏について一 曲節名をめ ぐって一
第12,





13回平 家 琵 琶 研 究 会3.4.19,7.12
主要研究業績
第15回国際研究集会 「能の伝承 と再生」3.10.29





②歌舞伎の色彩 一 赤の魅カー 「芸能」3923.10




































吉 川 弘 文 館3.6,4.3
「邦 楽 と舞 踊 」490～5013.4～4.3
テ レ ビ東 京4.1








③民俗芸能 と 「ささら」 「民俗芸能inとしま」












「芸 能 の 科 学 」193.1
滑 川rli1L講座3.5～12
保 存 科 学 部
馬 淵 久 夫(保 存 科 学 部 長)
② 島根 県 荒 神 谷 遺 跡 出t銅 剣 ・銅 錦 ・銅 矛 の 化 ゜'捧的 調 査
一 非 破 壊 分 析 と鉛 同 位 体 比 測 定 一
(江本 ・門 倉 ・平 尾 ・育 木 ・続輪 と 共 著)「 保 存 化 学 」30
② 平 原 弥 生 古 墳 出1:銅鏡 お よ び ガ ラ スの 鉛 同 位 体 比('1'Ft;・西 川 と 共 著)
原 田 大 六 著 「・}え原 弥 生 占墳 」L巻




③ 弥 生 時 代 と1'!'銅の 渡 来 け し州 歴 史 大 学 購座 一 占代 合 衆 国 ・九 州 」
③ 鉛 同 位 体 比 に よ る 膏銅 のa7地(斎 糠 努 と 共 著)
1科学 のIlでみ る文 化 財 」 国 立 歴 史 民 俗 博 物 館
●Multi-instrumentalStudyofPhotochemicalDegradationofSilk
(佐野,三 浦,川 野 邊 とJl同)
The13thSymposiumonRemoteSensing
forEnvironmentalSciences
⑤ 弥 生 時 代 と青 銅 の 渡 来













②島根県荒神谷遺跡出土銅剣・銅鐸 ・銅矛の化学的調杢 一 非破壊分析と鉛同位体
比測定 一(馬淵 ・江本 ・平尾 ・青木 ・三輪 と共著)「 保 存科学」30
②文化財環境 と汚染因子の挙動 「環境技術」20,8,
②NO、,SO、ガスによる天然繊維の劣化 と天然染料染色布の変槌退色
(斉藤 ・芳住 ・柏木と共著)「 古文化財の科学」36
②文化財 と大気腐食 日本材料学会腐食暴食部門委貝会資料13
②建築装飾金具の耐久性の研究(宵 木 ・斎藤 ・鈴木 ・木下と共著)
「保 存科学」31
③大気汚染か ら文化財 を守る一 文化財 と環境 一
「化学 と教育」40,1,26～29
③文化財 と大気汚染 「産業公害」28
③遺跡保存 と公害による影響 「地理 ・歴史」 帝国書院62
④文化財保存環境に於け る汚染因子の挙動
日本文化財科学会第8回 大会(特 別 ポスターセ ッション)
④染色布の変退色に対す る文化財保存環境中のNO、,SO、の影響
(斉藤 ・芳住 ・柏木 と共同)古 文化財科学研究会第13回公演会大会
⑤文化財 とそれ をとりま く環境 わたしたちの文化財 と環境フォー ラム
























③新 しい美術館 ・博物館館 内環境づ くり1)建築環境について
建築通信新聞3.11.12
③新 しい美術館 ・博物館館 内環境づ くり2)保存展示環境について
建築通信新聞3.11.19
③新 しい美術館 ・博物館館 内環境づ くり3)博物館美術館の照明 と空調
建築通信新聞3.11。26
④新設美術館 の緒問題 平成3年 度文化財保存修復研究協議会3.9.27
⑤ 文化財の保存
















































①絵画の保存 と展示 「フレッシュを化学す る」
「一億 人の化学 シ リー ズ2」 日本化学会編3.9
①鳳鳳堂絵画の光学的調査 「平等院大観 第3巻 絵画」 岩波書店4.1
②光画像計測法を用いた古美術品の研究
「秋山光和博士古希記念論文集」 論文集刊行会編,便 利堂3.7
② 「アルカリ」因子についての再考(佐 野 と共同)「 保存科学」303.8
②数理美術史学への誘い 「MUSEUM」2883.11







②X線 透視撮影 を利用 した金属製品の厚みの推定
国立歴史民俗博物館研究報告384.3
②敦煙莫高窟の気象(西 浦,張,王 と共同)「 保存科学」314.3
②塗漆建造物黒下現象 と微生物の関連性について,彩 色の糸状菌防除対
策の検討,建 造物の生物被害調査
(国宝 ・重要文化財 日光社寺建造物の保存に関す る研究)
(新井 ・見城 ・中里 ・森 ・江本 ・伊藤 と共同)「 保存科学」303.8























佐 野 千 絵(物 理 研 究 室)




⑥ テ ク ノフ ォー ラ ム 「漆 の 科 孕 ・技 術 ・匠 」に 参 加 し て
占 文化 財 の 科 学 通 信44
●Multi-instrumentalStudyofPhotochemicall)eKradationofSilk












① 文 化 財 の 微 生 物 に よ る 被 害 と対 策,
「文 化 財 の 虫 菌1'ii防除 概 説 」(分 担 執 筆)(財)文 化 財 虫 害 研 究 所


































































一 イエ シロア リに対する室内効力試験 一 「しろあ り」853 .7
②金属溶射被膜による防蟻処理(第4報)一 金属溶射被膜の防 カビ性
に関する室内実験 一 「家屋害虫」133.7
②福山市で発見 されたアメ リカカンザイシロア リについて
「しろあ り」863.10
③ イエシロア リによる屋根裏の被害(座 談会司会 ・まとめ)
「しろあ り」843.4
③ シロアリと原生動物 新建築学体系 ・月報(35)433.9
③燃蒸施工見積書について 「文化財の虫菌.,'ri'」223.12
⑤ シロア リの被害 と対策ll本 建築学会木造建築研究フォーラム3.5.13

























































































































米 倉 迫 夫(文 献 資料 研 究 窒 長)








⑥前言一 美術史研究の基礎資料の共有化 とデータベー スの活用一
美術史研究の基礎資料の共有化 とデー タベースの活用
(科学研究費成果報告書)








③r日 本美術全集7曼 茶羅と来迎図』解説3点 講談社
















































試験<1>一(川野邊,岡 部 と共著)「 保イ∫:科学」31
②敦煙莫高窟の気票(2)-1989t1=から1991fl球で一(=.n!i,張,1=と共著)
「保存科学」31
④丹色塗狡の人1:劣化促進試験(川 野邊,岡 部 と共同)
第13同占文化財科学研究会大会
④丹色塗装の人工劣化促進試験一古建築の外装冷装の物性に関す る



























⑤ 壁画保 存 埋蔵文化1冴発掘技術者専門研修 「保存科学課程」(奈文研)3.11
⑥石造文化財保存調査報告書 一大韓民国(ソ ウル ・慶州)-3.5
⑥ 第2回 アジア文化財保存セ ミナー 朝 日新聞3.12.7
⑥ 第2回 アジア文化財保存セ ミナー会議録(朽 津,佐 野 と共著)4.2
⑥ アジア文化財保存に関するアンケー ト調査 一結果 と考察一4.3
朽 津 信 明(ア ジア文化財保存研究室)
② 敦煙莫高窟の地質環境(段 と共著)「 保存科学」314.3
② 窯壁の岩石学的研究一焼成回数推定への試み一 「セラミック九州」254.3
④石器で観察されたホルンフェルスの風化 日本地質学会第98年学術大会3.4
④ 地質学 と文化財 所 内総合研究会3.6.13
④ 地質学か らみた敦煙莫高窟の壁画保 存
東京大学地質学教室セ ミナー3.12.9
④ 石器の風化 石器文化研究会4.3.28
⑤ 地質学 と文化財保存 奈良大学3.11.22
⑥ サ ヌカイ ト今昔 『石の楽器一サヌカイ トフォー ン』3.10
⑥ 第2回 アジア文化財保存セ ミナー邦文要旨集く翻訳>3.11































絵画 と言語(一)「 画1と 漢字












































清元の音楽分析一 語 り物的小段を中心に一 時田アリソン





島根県荒神谷遺跡出土銅剣 ・銅鐸 ・銅矛の化学的調査 一 非破壊分析 と鉛同位対比
測定 一 馬淵久夫 ・江本義理 ・門倉武夫 ・平尾良光 ・青木繁夫 ・三輪嘉六
古建築の外装塗装の物性 に関す る研究(1)
一 丹彩色の人口劣化促進試験 一 西浦忠輝 ・川野邊 渉 ・岡部昌子
「アルカリ因子」についての再考 佐野千絵 ・三浦定俊
鎌倉時代の漆芸 技法資料II一片輪車ll3絵螺銘呼 箱 一 中里毒克
国宝 ・重要文化 財日光社寺建造物の保存に関する研究(受 託研究報告 第66号)








敦煙莫高窟の気象(2)-1989～1991一三浦定俊 ・西浦忠輝 ・張押軍 ・王宝義
平成3年度修復処理概報 修復技術部






回展 を年1回 地方において開催 してきた。平成3年 度は次のとお り開催 された。
会 場 宮崎県総合博物館
会 期 平成3年8月24日(土)～9月29日(日)




陳列点数 油彩・パステル61点,木炭デッサ ン50点、写生帖17冊,書簡3点 、
日記5冊,参 考資料若 ザ
図 録A4判 変型,128頁,原色図版24頁,単色図版73頁
3.公 開 学 術 講 座
美術部 ・情報資料部(第24回)
日 時 平 成3年12月7日(土)13:30-16:30
会 場 国立西洋美術館
講 演(1)中 国寧波地方の仏教絵画 井手誠之輔
(2)多 彩 な来迎の造形 三宅 久夫
芸能部(第22回)
日 時 平 成3年12月20日(金)18:00～20:30
会 場 台東区立旧東京音楽学校奏楽堂
テ ー マ 声明の技法 一 「大俄悔」「三十二相」を中心に
講 演(1)大俄悔 と三十二相の特質 と展開 高橋 美都
実 演(1)法隆寺伝承の大俄悔
実 演(2)古譜に基づ く三十二相 一 雅楽 との合奏の試み
高田良信,大 野玄妙,古 谷正覚,多 忠輝,高 桑賢治,上 研司
実 演(3)法隆寺伝承の聖徳太子和讃
高田良信,大 野玄妙,古 谷正覚






芸能部においては,芸 能の多角的かつ総合的 な研究に資す ることを目的とし
て,例 年夏期4日 間にわたる学術講座 を,都 内各大学の大学院生 を対象に実施
している。会場 を東京国立文化財研究所会議室とし,芸 能部貝がそれぞれの専
門分野における研究成果 を体系的に論ずるかたちを とる。
平成3年 度は 「絵画資料 による近世演劇研究」 というテーマ を設け,鎌 倉恵
子が担当し,7月15f-1から18日までの4日 間にわた り実施 した。受講者は東京
芸術大学,東 京大学,お 茶の水女子大学,学 習院大学,明 治大学,早 稲田大学,
武蔵野美術大学,慶 応義塾大学,武 蔵大学,共 立f一 大掌,f-1本大学,成 城大

















































保存科学部長 馬 淵 久 夫
修復技術部長 三 輪 嘉 六
化学研究室長 平 尾 良 光
物理研究室長 三 浦 定 俊













































































































昭和52年度か ら毎 年一1三題を決め文化財の保存および修復に関す る国際シンポジ
ウムを開催 しているが,今 年は 「能の伝承 と再生」をテーマ とし,芸 能部の担当
で開催 した。海外か ら7名,園 内か ら9名 の研究発表者 を迎え,能 の伝承の諸相,











国 立 能 楽 常 大 講 義 窒 お よ び 舞 台
(題名 お よ び 発 表 者)
10月29日(火)
【基 調 講演 】
1.ThePlaceofNointheWorldofTheatre
(演劇 の 世 界 に お け る能 の 位 置)ハ ワ イ 大 学 ジ ェ イ ム ズ ・プ ラ ン ドン
2.TransmissionandRegenerationinJapanesePerformingArts
-WithEmphasisonNo-
(日本 芸 能 の伝 承 と再 生 一 能 を 中 心 と し て 一)
東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 名 誉 研 究 貝 横 道 萬 里 雄
【セ ッ シ ョ ン1】
3.EnactingAllusions:ATechniqueofNoTheater
(演じ ら れ る本 歌 一 ひ とつ の 詩 的 手 法 一)
コー ネ ル 大 学
4.TheBodilyExpressionCreatedbyZeami
(世阿 弥 の 身 体)
カ レ ン ・ブ ラゼ ル
東 京 大 学 松 岡 心 平
5.OntheInfluenceofNoonthePerformingArtsofthePre-modern
Period-FocusingonMusic-
(能楽 が 近 世 芸 能 に 及 ぼ した 影 響 に つ い て 一音 楽 面 を 中心 に 一)
東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 蒲 生 郷 昭
10月30日(水)
【セ ッ シ ョ ンII】
6.SongastheNucleusofanActor'sWorkonStage




(室内 歌 劇 「浅 茅 ヶ宿 」 に お い て 試 み た こ と)桐 朋 学 園 大 学 増 本 伎 共 子
8.AnApproachtoToday'sNo"Mizunokoe"
(現代 能 「水 の 声 」 の 試 み 一能 と現 代 演 劇 一)劇 作 家,演 出 家 岡 本 章
9.JourneyPerformedTheaterofNoPatternsandaPropheticNordic
Poem
(演じ られ た 「旅 」一 能 様 式 の 演 劇 と北 欧 の 予 言詩)
演 出家 ウ ィ リー ・フ リン ト
【セ ッ シ ョ ン Ⅲ 】
10.NoinEnglish:No'sContemporaneityandUniversality
(英請 能 の 可 能 性 一 能 の 現 代 性 ・普 遍 性 を探 っ て 一)
武 蔵 野 女r大 学 リチ ャ ー ド ・エ マ ー ト
11.AspectsofMemoryandRemembrancein"/,eami'sNo
(世阿 弥 の 能 に お け る 回 想 形 式)ミ ュ ン ヘ ン 大,.ス タ ン カ ・シ ョル ツ
12."Tristan"ANoYlaybyEzraPound
(エズ ラ ・パ ウ ン ドの 能 「ト リ ス タ ン1を め ぐっ て)li京 大 学 成 恵 卿
10113111(木)
【爾 演 と演 能(能 劇 の 座 研 究 公 演)】 舞 台(1階)
13.ThePrimaryPatternofFeiKnedMadness
(伴狂 の 祖 型 ―多度 津 ノ1{衛門1の 演 劇 性)演 隙IL鵬倫家 堂 本 正 樹
能 舞 「相 聞 」 大 槻 文 蔵 ほ か
能 「多度 津 左 衛 門 」 梅,・六 郎 ・宝 生 閑 ・III中雅 志 ・山 本 東 次 郎 ほ か
【セ ッ シ ョ ンIV】
14."Directing"inNo




(独吟 一 管 「海 道 下 り」の 復 元 一能 管 と一・血育1切の 交 流 一)














東京国立博物館 ・京都国立博物館 ・奈良国立博物館 ・奈良国立文化財
研究所 ・国際交流基金 ・ユネスコ ・アジア文化センター
国立京都国際会館 他










「マ レイシアにおける博物館での保存:課 題 と展望」
4.イ ン ド国立文化財保存研究所長M.V.ナ イール
「イン ドの博物館における保存」
5.ス リランカ国立博物館局長T.グ ナ ワルディーナ
「スリランカ国立博物館における美術 品の保存」
6.フ ィ リピン国立歴史研究所保存部長E.V.ア ルモサラ
「フィリピン保 存センターにおける博物館所蔵品の保存」


















「凝固 した占代本(明 代説唱本)の 再剥離 と修復処置

























東文研13名,外部(文 化庁,大 学,国 際機関他学識経験者)15名
本調査研究会 における検討,協 議内容は,次 のように総括 される。
文化財 は人類共通の遺産 であ り,国家,民 族を越 えてその保存 ・修復
に当た らなければならず,そ のためには国際協力が不可欠である。文
化財保護法の もと,文 化財保護体制 ・技術 ・研究の整 ってい る日本が
この面で果たすべ き役割は きわめて大 きく,実際,世 界各国か ら多 く
の協力を求め られている。これ らの要請に対処す るため,東 京国立文









主 催 新設の文化財施設における 「アルカリ」発生の原因と対策
ユ ピコ王 日
新 しく博物館 ・美術館 などの施設を建てる際には,あ らか じめ文化財保存の観
点か ら空調,照 明など設計や施t:のiでい くつかの留意する点があ る。中でも特
に打 ち立て コンクリー トか ら発生する 「アルカリ」物質による汚染は,多 くの関
係者の関心を呼んでいる。今回の協議会は,こ の 「アルカリ」汚染につ いて原因
物質の解明から除去対策 まで含めて過去の研究を概 説し,今 後の対処の道を明 ら
かにす ることを目的 として開儲 した。講演題 目および発表者 ド記の とお りであっ
た。
(1)「アルカ リ」研究の流れ
東京国 　'i}'c化財研究所保存科学部物理研究室長 三浦 定俊




日.r.プラン ト建設(株)空調事業本部開発部 小塩 良次









(1)平成3年 度職 員の海 外渡航
氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等





馬淵 久夫 II 敦煙莫高窟壁画の保存協力 自平成3年5月7日
至平成3年5月20日
外国旅費
三浦 定俊 II 〃 rr n
西浦 忠輝 11 11 11 科学研究費
朽津 信明 n 〃 II n

















青木 繁夫 11 11 II 11


























































西川1杏太郎 中華人民共和国 敦煙莫高窟壁画の保存協力 自平成3年10月17日
至平成3年10月26日
外国旅費
三輪 嘉六 n II 1、平成3年10月17日
至平成3年10月30日
外国旅費
三浦 定俊 n 11 " 科学研究費
朽津 信明 rr 11 II II
大堀 岳満 II 敦煙莫高窟壁画の保存協力に1't`う
事務打合せ及び視察
" 外国旅費

























長岡 龍作 11 n II 11






佐野 千絵 n n 11 科学研究費
朽津 信明 II II " II
井手誠之輔 11 n n 11












氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
ワテ ィ ・M・ インドネ インドネシア政府 3.4.1 文化財の保存 ・修復 シ 修復技術部室長
スワルディ シア 教育文化省文化総 3.9.26ステムに関する研究 青木 繁夫
局
金 正 耀 中 国 中国社会科学院世 3.7.1 中国製青銅器の鉛同位 保存科学部室長
界宗教研究所 4.8.31体比に関する共同研究 平尾 良光
◎パ メラ ヴァ アメリカ スミソニアン研究 3.7.18 東アジア地域の古文化 保存科学部長
ンデ ィヴ ァー 機構研究員 3.8.7財の保存科学的研究 馬淵 久夫
時田 アリソン オー ス ト モナシュ大学 3.8.5 日本の伝統的な各種語 芸能部室長
ラリア 4.2.5りもの音楽に関する共 蒲生 郷昭
同研究
崇スタン カ ・ ド イ ツ ミュンヘン大学教 3.9.25 狂言と説話文学 ・お伽 芸能部室長
シ ョル ツ 授 3.10.27草子との関連及び世阿 羽田 和
弥能楽論についての研
究
金 壽 起 大樟民国 湖巌美術館保存科 3.11.4 金属遺物の脱塩方法 修復技術部室長
学研究室 一一3 .11.12(SOXHLET,PLAS一青木 繁夫
MA法)水浸漆の保存




楽劉 小 和 II 国家文物局計財処 II II アジア文化財保存
長 研究室長
西浦 忠輝




氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
楽遽 家 郷 II 国家文物局外事処
幹部
n n n
































































































































氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

































氏 名 国 籍 所 属 等
アハ メ ド
アルーハキム




李 飛 根 韓 国 木浦海洋遺物保存処理所長 他1名
閥 亜 寧 台 湾 行政院文化建設委員会第一処
ルン クワダン タ イ タイ教育省教育事務次官補
常 青 中華人民共和国 中国社会科学院考古研究所助理研究員
劉 振 東 11 中国社会科学院考古研究所研究実習員
美 宝 蓮 n 中国陳西省文物研修生
馬 承 源 rr 中国上海博物館館長
張 柏 中華人民共和国 中国麦積山石窟展甘粛文物代表団国家文物局副局長 他6名




V.研 究施 設 ・設備
1.蔵 書
美 術 関 係 図 書
日本 ・東洋古 美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般 にわたる研究書 を中
心に,関 連図書,各 種叢書,辞 典類など和漠書(40,548),洋書(4,066),計44,614
冊のほか,各都道府県市町村教育委貝会編集の文化財関係報告書,美術関係雑誌,
紀要類,売 立 目録,展 覧会 目録 などを所蔵 し,所 内及び所外の研 究者の利用に供
している。
芸 能 関係 図書
雅楽 ・寺事 ・能 ・文楽 ・邦楽 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の伝統芸能の
研究に必要 な図書9,350冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報(第1次)・ テア ト
ロ(第1次)・ 新劇 ・}:t;・民俗}t,-1術・日本民俗 ・芸能復興 ・郷t:研究 ・旅 と伝 説








美 術 関 係 装 能 関 係 保 存 科 学 ・修復 技術 関係 計
和 漢 書 洋 樽 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書
3年度 480冊 7冊 257冊 5冊 29冊 4冊 782冊




美 術 関 係資 料
実物よ りの直接撮影を主にした写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写真に
よる補足整備 に加えて,印 刷物中の図版をお さめるという方式で,当 研究所設立
当初 より一貫 して力を注いできた写真資料 を有する。 それらは 日本東洋古美術,
日本近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわたり,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工
芸,建築等の諸部門に及ぷ。特別大型の ものか ら小型の もの まで総数凡そ26万点,
原板保有量はほぼ3分 の1に あた り,別 にマイクロ・フィルム255巻がある。写真
資料のほか,拓 本,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品
資料,資 料 スクラップ等 と,図 書カー ド,図版 カー ド,各種索引類 など多数。
芸 能 関 係資 料
レコー ド,録音テープ,シ ネフィルム,ビ デオテープ,写 真等による芸能資料
を数 多く備 えている。レコー ドには,毎年各社か ら発売 される伝統芸能関係 レコー
ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原 コレクションレ
コー ド5,450枚が含まれ.ている。安原 コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわ
たって発売された各種邦楽レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態
と変遷を知 る上で貴重な資料である。録音 テープ及び写真 は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎・
邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録 して きた もので,
奏演法の解析 を中心 とした写真,テ ープ,あ るいは各種文書の記録写真等 も含ん
でいる。資料別の所蔵数は,つ ぎの とお りである。
区 分
録 音 テ ー プ シネフィルム ビデオテープ
アナログ方式 PCM方式 8mm 16mm β,VHS方式 8mm
平成3年度 2本 53本 0本 0本 32本 11本






平成3年度 0枚 28枚 14枚
合 計 7,118枚 28枚 14枚
3.主 要機器 ・設備
奨術部 ・情報資料部
名 称 使 用 目 的 備 考













































して,音 楽の科学的分析 を行 う。
レ ー ザ ー ・ タ ー ン レ ー ザ ー 光 で ア ナ ロ グ ・レ コ ー ドを エルプLT-IX
テー プル 非接触で再生す る。貴重なレコー ド
を半永久的に使用できる。
保存科学部

















































自記分光放射計 分光スペ ク トルを測定 して,展 示に


















生物顕微鏡 微堂物プ レパラー トを透過光および
落射蛍光にて観察 し,加f生 物種の
同定などをおこなう。
























名 称 使 用 目 的 備 考
サ ン シ ャ イ ン ウ ェ
ザ ー メ タ ー
修復材料等の耐候性試験 スガ
WEL-SUN-DC







4.黒 田 記 念 室
黒田記念室は,本 研究所の創立者帝国美術院長子爵故黒田清輝 の功績 を記念す
るために設けられた陳列室であ り,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等を収蔵 して
いる。
創立当時,主 として黒田家から寄贈された ものは,油 絵125点,素描170点,写
生帖等であるが,その後黒田照子夫人,樺山愛輔,田中良氏等からの寄贈が加わっ
た。収蔵 品の主 なるものは,「智 ・感 ・情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「も
るる日影」・「温室花壇」などである。
5.閲 覧 室








第108条 文化庁長官の所鞘の'ドに,文 化庁に国立国語研究所を置 く。








表を行 う機関 とす る。
2.国 立文化財研究所には,K所 を置 くことができる、,
3.国 立文化財研究所及びそのX所 の名称,位 置及び内部組織は,文 部省令で定
める。
(研究施設の指定)
第115条 国立国語研究所及び国 、Z文化財研究所は,法第5条 第37号に規定する政
令 で定め る研究施設とする。






関 係 法 規




第117条 東京国立文化財研究所に,所 長を置 く。
2.所長は,所 務 を掌理する。
(内部組織)












(4)経費及び収入の予算,決 算その他会計に関する事務 を処理す ること。
(5)行政財産及び物品の管理に関す る事務 を処理す ること。
(6)庁内の取締 りに関すること。
⑦ 前各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理す ること。
(美術部の二室及び事務)
第120条 美術部に,第 一研究室及び第二研究室 を置 く。
関 係 法 規
2.第 一研究室 においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術
に関す る調査研究 を行い,及 びその結果の公表 を行 う。
3.第 二研究室 においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術 に関す
る調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 うとともに黒田記念室に関す る事
務をつかさどる。
(芸能部の三室及び事務)
第121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。
2.演 劇研究室 においては,演 劇及びその保存に関す る調査研究 を行い,並 びに
その結果の公表 を行 う。
3.音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び麺踊並びに これ らの保 存に関す る調査




第122条保 存科学部に,化 学研究窒,物 理研究室及び'#:物研究室を置 く。
2.化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析
化学的調査研究 を含む。)を行い,並 びにその桔 果の公表 を行 う。
3.物 理研究室においては文化財及 びその保存に関す る物理学的調査研究 を行
い,並 びにその結果の公表を行 う。





2.第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外の
ものを材料 とする文化財の修復に関する科"捧的,技 術的調査研究を行い,及 び
その結果の公表 を行 う。
3.第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料 とする文化財の修復に
関する科学的,技 術的調査研究 を行い,及 びその結果の公表を行 う。





















頁 〔誤 〕 〔正 〕







86頁表申1行冒 氏名 糟獺冊 継獺内
〃 国籍 f 帽
〃 招へい籟 9 3.11.43.11.13
〃 共同琴i究表蓬 「 敦蓬莫高窟..」r共同研究を含むB中
`
問の国際協力にっいての臨譲
〃 醗 儀 考 」 アジア文化財保存研究室長 西浦忠繹
